
海外客船内で透析を受けながら
クルーズ旅行に出かけてみませんか？

15 万トン　フリーダム・オブ・ザ・シーズ号

プレミアム客船！セレブリティーソルスティス号で行く

アラスカクルーズ

320,000円～ 425,000円
※港湾税・諸税、燃油サーチャージ、出入国税など 93,200 円～ 102,200 円、
医療情報処理費用（予約後返金不可）27,500 円が別途必要となります

■スケジュール

7 泊 9 日間の旅

7 月 10 日
出発限定

■出発日 /ツアー代金
内側客室

32 万円 38.6 万円 42.5 万円

海側客室 海側バルコニー客室

●透析の回数は、お客様が日本で受けられている回数（サイクル）と同じ回数で
　受けられます。
●各寄港地への滞在時間などはお問い合わせください。
●寄港地では船会社主催の寄港地観光にご参加頂けます。( 有料）
●旅行代金は 2人部屋を 2名で利用した場合の 1名あたりの代金です。
●透析患者様 1名に対し、1名以上の同行者の参加が前提となります。
●船会社へのチップは含まれておりません。下船時にお支払い頂きます。
●参加を希望される方は、弊社を経由して現地の医療機関に透析に関する
　血液データ等の必要書類を事前に提出して頂きます。

■利用予定航空会社：デルタ航空、全日空、ユナイテッド航空
■船会社：セレブリティークルーズ
■添乗員：有り　■最少催行人数 3組 6名　（最大 5組 10 名）
■ツアー催行確定時期：4/20

海外クルーズ注意事項
●ツアー代金・内容及び諸条件は予告無く変更となる場合が御座います。予約時に必ず御確認ください。
●旅行条件　運送約款を説明した書面をご用意しておりますので、事前に御確認の上お申し込みください。この条件に定めのない事項については、当社旅行業約款によります。
●天候やチャーター運行、その他やむを得ない事由により、事前の予告なしに運行の中止やスケジュールの変更、寄港地の変更、寄港地での滞在時間の変更などの可能性があります。ご了承ください。
●ご予約の変更および取消に関わる取り扱い手数料につきましては弊社ホームページにて御確認ください。取消料をカバーする保険（クルーズ旅行取消費用担保特約付海外旅行傷害保険）も御座います。
　クルーズ旅行と一緒のお申込みをお勧め致します。
●パスポートの残存有効期間及びビザの有無等は、事前にお客様ご自身で大使館などに御確認ください。代行申請も承っております。
●訪問先の安全情報に関しましては外務省のホームページをご覧ください。

別途透析費用：215,000円

添乗員同行

トレーシーアームフィヨルド　クルージング
メンデンホール氷河で有名のジュノー

1

3

4

5

6

7

8

9

7 月 10 日

7月 12 日
2 7 月 11 日

7月 13 日

7月 14 日
7月 15 日
7月 16 日
7月 17 日

7月 18 日

成田発、空路シアトルへ。
シアトル到着後、現地係員が港へ送迎いたします。
シアトルを出港

終日航海日

カラフルな家々が立ち並ぶアラスカの街ケチカン

アラスカのスキャグウェイ

終日航海日

カナダにある綺麗な港町ヴィクトリア

夕方成田到着、解散

シアトルに到着　下船              
現地係員が空港へ送迎いたします
シアトル発、空路帰国の途へ

旅行企画・実施
株式会社アイエシイトラベル　クルーズ事業部
TEL:03-6852-8377　FAX:03-6852-8380
〒100-0011 東京都千代田区内幸町 1-1-1 帝国ホテルタワー 12階
営業時間　月～金 /10:00 ～ 19:00 土 /10:00 ～ 17:00 日祝休業

上記に掲載させて頂いたコース以外にも
2015 年に多くの透析クルーズのコースが御座います。
（添乗員は同行致しません）
コースの詳細・料金につきましてはお問い合わせください。

アラスカクルーズ：８コース
オセアニアクルーズ：３コース
カリブ・バハマクルーズ：54コース
ヨーロッパクルーズ：９コース
パナマ運河クルーズ：６コース
ハワイクルーズ：２コース

特定非営利活動法人 東京腎臓病協議会
（NPO 東腎協）

〒 -  東京都豊島区南大塚 - -  富士大塚ビル F　TEL - - 　FAX - -
http://www.toujin.jp/　E-mail info@toujin.jp 
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２
０
１
５
年
度
都
庁
予
算
要
請
は
、
８

月
1９
日
（
火
）
都
庁
第
一
庁
舎
会
議
室
で
行

わ
れ
、
東
腎
協
か
ら
藤
田
会
長
、
戸
倉
副
会

長
、
梅
原
副
会
長
、
岸
里
事
務
局
長
、
榊
原
、

斉
藤
、
板
橋
各
理
事
が
出
席
し
た
。

東
京
都
か
ら
は
産
業
労
働
局
、
医
療
政

策
部
、
障
害
者
施
策
推
進
部
、
保
健
政
策
部

医
療
助
成
課
・
疾
病
対
策
課
の
担
当
者
が
対

応
し
た
。

腎
臓
病
の
研
究
、
予
防
、
治
療
か
ら

社
会
復
帰
ま
で
含
め
た
腎
疾
患
総
合
対

策
の
確
立
の
た
め
以
下
の
項
目
を
要
請

致
し
ま
す
。

各
種
医
療
費
助
成
制
度
等
の 

維
持
継
続
に
つ
い
て

要
請
事
項
①　

心
身
障
害
者（
児
）

医
療
費
助
成
制
度
◯障
・
難
病
医
療

費
等
助
成
制
度
◯都
・
心
身
障
害
者

福
祉
手
当
制
度
を
国
の
動
向
に
か

か
わ
ら
ず
堅
持
継
続
し
て
下
さ
い
。

保
健
政
策
部　

回
答

現
行
の
制
度
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
年
５
月
に
難
病
患
者
に
関
す

る
新
た
な
法
案
が
成
立
し
、
２７
年
１
月

か
ら
新
た
な
医
療
費
助
成
制
度
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

要
請
事
項
②　

心
身
障
害
者（
児
）

医
療
費
助
成
制
度
、
心
身
障
害
者

福
祉
手
当
制
度
は
、
新
規
適
用
は

６５
歳
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

新
規
６５
歳
以
上
で
低
所
得
の
障
害

者
を
対
象
に
す
る
か
、
ま
た
は
救

済
す
る
施
策
を
検
討
し
て
下
さ
い
。

医
療
助
成
課　

回
答

こ
の
制
度
は
基
本
的
に
国
の
役
割
で

あ
り
、
都
は
年
金
手
当
を
一
層
充
実
す

べ
き
と
、
他
の
自
治
体
と
も
連
携
し
て

国
に
要
望
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

東
京
都
の
役
割
で
あ
る
就
労
支
援
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
日
常
活
動
の
場
な
ど

障
害
者
の
施
策
の
充
実
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）へ
の 

取
り
組
み
推
進
に
つ
い
て

要
請
項
目
③　
「
新
た
な
国
民
病
」

と
し
て
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
に
関
し
、

東
京
都
医
師
会
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
か
か
り
つ
け
医
と
腎
臓
専
門

医
と
の
連
携
強
化
の
た
め
、
情
報

共
有
化
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
推
進

し
て
下
さ
い
。

保
健
政
策
部
疾
病
対
策
課　

回
答

東
京
都
で
は
慢
性
腎
臓
病
対
策
と
し

て
、
平
成
２3
、
４
年
度
に
地
域
の
か
か

り
つ
け
医
を
対
象
に
、
二
次
保
健
医
療

圏
ご
と
に
慢
性
腎
臓
病
Ｃ
Ｋ
Ｄ
研
修
を

実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
研
修
の
実
施
や
患
者
向
け
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
慢
性
腎
臓
病

患
者
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
推
進

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

要
請
項
目
④　

糖
尿
病
性
腎
症
か

ら
の
透
析
患
者
を
増
や
さ
な
い
等

の
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
糖

尿
病
の
登
録
医
療
機
関
と
し
て
の

ツ
ー
ル
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い
。

医
療
政
策
部　

回
答

東
京
都
で
は
都
内
の
糖
尿
病
の
現
状

を
把
握
す
る
た
め
に
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指

標
と
致
し
ま
し
て
、
糖
尿
病
腎
症
に
よ

る
新
規
透
析
導
入
率
を
掲
げ
て
、
年
度

ご
と
の
新
規
透
析
導
入
率
の
把
握
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
地
域

連
携
の
登
録
医
療
機
関
制
度
と
し
て
医

療
機
関
の
登
録
手
続
き
を
進
め
て
お
り

（
平
成
２５
年
度
末
約
１
２
０
０
医
療
機

2015年度●東腎協

都庁予算要請
への回答

1

東京都に予算請求する東腎協役員
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関
）、
今
月
中
に
東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

要
請
項
目
⑤
「
腎
臓
病
を
考
え
る

都
民
の
集
い
」
に
関
し
出
席
者
の

多
く
は
、
東
京
都
の
広
報
が
効
果

的
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
医
療
関
係
者
等
へ
広
が
る

広
報
活
動
も
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
東
京
都
の
施
設
を
会
場
と
し

て
使
用
を
継
続
さ
せ
て
下
さ
い
。

保
健
政
策
部
献
血
移
植
対
策
課　

回
答

東
京
都
は
毎
年
、
東
腎
協
と
協
定
書

を
結
び
ま
し
て
、
役
割
分
担
を
定
め
て

実
施
を
し
て
い
ま
す
。
会
場
の
準
備
や

講
演
会
の
実
施
に
つ
い
て
は
東
腎
協
、

東
京
都
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
内

容
の
記
載
、
ご
案
内
を
す
る
、
あ
る
い

は
区
市
町
村
に
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
す
る

な
ど
し
て
役
割
分
担
を
致
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
都
庁
舎
内
大
会
議
場
を
、

平
成
２７
年
３
月
１５
日
の
日
曜
日
に
予
約

を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
出
来
る

限
り
ご
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

腎
臓
病
患
者
の 

救
急
医
療
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑥　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）
に
起
因
す
る
心
血
管
系
疾

患
や
人
工
透
析
患
者
の
心
筋
梗
塞

や
脳
血
管
系
疾
患
等
の
病
状
急
変

に
備
え
て
人
工
透
析
可
能
な
救
急

医
療
体
制
の
整
備
と
強
化
を
行
っ

て
下
さ
い
。

福
保
局
医
療
政
策
部　

回
答

都
で
は
、
救
急
患
者
が
病
状
に
応
じ

た
適
切
な
救
急
医
療
を
迅
速
に
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
区
市
町
村
と
役

割
分
担
の
も
と
、
初
期
（
東
京
都
）、

二
次
、
三
次
（
区
市
町
村
）
の
救
急
医

療
体
制
の
整
備
を
迅
速
的
に
進
め
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
東
京
都
医
師
会

や
東
京
消
防
庁
と
の
連
携
の
も
と
、
透

析
患
者
を
は
じ
め
と
す
る
救
急
患
者
の

迅
速
、
適
切
な
受
け
入
れ
態
勢
を
確
保

す
る
考
え
で
す
。

透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑦　

患
者
本
位
の
医
療

を
目
指
し
、
透
析
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
充
実
、
透
析
医
療
ミ
ス
や
医
療

事
故
防
止
と
感
染
症
対
策
の
行
政

指
導
を
強
化
し
て
下
さ
い
。

福
保
局
医
療
政
策
部　

回
答

都
は
病
院
に
対
し
て
、
医
療
法
の
遵

守
お
よ
び
医
療
安
全
管
理
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
、
定
期
的
な
立
ち
入
り
検
査

で
助
言
、
指
導
を
行
い
、
医
療
安
全
対

策
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

感
染
防
止
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

重
点
検
査
項
目
を
設
け
て
指
導
、
強
化

を
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
透
析
医

療
で
の
安
全
確
保
、
お
よ
び
感
染
予
防

対
策
に
つ
き
ま
し
て
、
医
療
法
に
基
づ

く
立
ち
入
り
検
査
を
行
い
適
切
な
指
導

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

要
介
護
透
析
患
者
へ
の 

支
援
強
化
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑧　

国
の
一
般
病
床
特

定
除
外
制
度
廃
止
に
よ
り
、
高
齢

の
透
析
患
者
の
長
期
入
院
の
受
け

皿
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
療
養
病

床
確
保
の
た
め
、
東
京
都
が
進
め

る
療
養
病
床
増
床
計
画
を
引
き
続

き
推
進
し
て
下
さ
い
。

福
保
局
医
療
政
策
部　

回
答

都
は
こ
れ
ま
で
も
、改
築
、改
修
経
費

の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
平
成
２２
年
よ

り
東
京
都
独
自
に
改
修
整
備
費
補
助
を

行
う
と
と
も
に
、
医
療
療
養
病
床
へ
転

換
後
の
経
営
上
の
不
安
解
消
策
と
し
て
、

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
に

よ
る
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
都
独
自
の
整
備
費
補
助
や
経
営
面
か

ら
の
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
必
要
な
病

床
数
を
引
き
続
き
確
保
し
て
参
り
ま
す
。

要
請
項
目
⑨　

高
齢
化
や
合
併
症

に
よ
り
要
介
護
透
析
者
の
通
院
支

援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

要
件
絞
り
込
み
や
公
平
性
維
持
の

点
で
難
し
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

す
が
、
移
送
業
者
参
入
に
向
け
た

対
策
及
び
病
院
、
移
送
業
者
、
患

者
並
び
に
行
政
の
連
携
に
よ
る
対

策
は
考
慮
し
て
下
さ
い
。

保
健
政
策
部
疾
病
対
策
課　

回
答

通
院
送
迎
対
策
の
実
施
に
つ
き
ま
し

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
や
要
件
を

絞
り
込
む
事
、
ま
た
難
病
以
外
の
疾
患

と
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
困
難
で
あ
り
、

2

東京都に予算請求する東腎協役員



3 No.204／2014年10月

現
在
の
と
こ
ろ
、
東
京
都
の
制
度
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
有
す
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
，
介
護
人
も
含
め
、

Ｊ
Ｒ
等
の
鉄
道
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
、
航

空
機
の
運
賃
割
引
制
度
を
ご
活
用
頂
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

臓
器
移
植
推
進
と 

再
生
医
療
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑩　

東
京
都
に
共
催
名

義
の
使
用
承
認
を
受
け
、
毎
年
開

催
し
て
い
る
「
臓
器
移
植
普
及
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
予
算
化
を

し
て
下
さ
い
。

保
健
政
策
部
疾
病
対
策
課　

回
答

東
京
都
は
、
毎
年
１０
月
の
臓
器
移
植

普
及
推
進
月
間
に
、
臓
器
提
供
意
思
表

示
カ
ー
ド
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
の
一
体

型
の
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
来

て
お
り
ま
す
。
ま
た
東
腎
協
と
の
共
催

で
、「
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
都
内

全
戸
に
配
布
さ
れ
る
「
広
報
東
京
都
」、

あ
る
い
は
、
東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
と
紹
介
記
事

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
東
腎
協
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
普

及
啓
発
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

災
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑪　

要
援
護
者
で
あ
る

透
析
患
者
に
対
す
る
災
害
時
透
析

医
療
を
始
め
と
す
る
総
体
的
災
害

対
策
の
構
築
、
強
化
を
し
て
下
さ

い
。

医
療
政
策
部　

回
答

東
京
都
で
は
災
害
時
の
透
析
医
療
の

確
保
に
つ
い
て
、
透
析
医
療
機
関
に
お

け
る
平
常
時
の
準
備
や
、
透
析
の
継
続

が
困
難
な
場
合
の
患
者
の
受
け
入
れ
方

法
に
つ
い
て
、「
災
害
時
に
お
け
る
透

析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、

迅
速
か
つ
適
正
な
透
析
活
動
の
確
保
を

進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

の
緊
急
透
析
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
日

本
透
析
医
会
災
害
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
の
関
係
機
関
と
協
議
の
上
必
要
な

見
直
し
を
行
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂

し
、
す
べ
て
の
透
析
医
療
機
関
に
配
布

い
た
し
ま
し
た
。

医
療
政
策
部　

回
答

災
害
時
に
お
い
て
、
ど
の
医
療
機
関

が
透
析
可
能
か
震
源
地
の
問
題
等
、
今

の
段
階
で
予
測
が
難
し
い
。
被
災
地
に

近
い
と
こ
ろ
で
、
な
る
べ
く
自
宅
に
居

な
が
ら
安
全
な
施
設
が
あ
れ
ば
そ
こ
で

透
析
を
受
け
て
も
ら
う
。
宿
泊
施
設
に

つ
い
て
は
近
隣
各
県
と
相
談
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

就
労
支
援
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑬　

内
部
障
害
者
、
難

病
患
者
、
長
期
慢
性
疾
患
患
者
、

小
児
慢
性
疾
患
患
者
が
通
所
出
来

る
就
労
支
援
機
関
を
公
共
交
通
機

関
の
便
利
な
２３
区
内
に
設
置
し
て

下
さ
い
。

自
立
生
活
支
援
課
就
労
支
援
係　

回
答

東
京
都
で
は
、
区
市
町
村
を
実
施
主

体
と
し
て
、
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
を
促
進
し
て
お
り
、
平
成
２６

年
４
月
時
点
で
は
４９
区
市
町
に
設
置
を

さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
未
設
置
区
市

に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
行
き
ま
す
。

難
病
患
者
へ
の
就
労
相
談
に
つ
き
ま

し
て
は
、
東
京
都
難
病
相
談
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
対
応
し
、
国
に
お
い
て
は
、

渋
谷
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
難
病
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
難
病
患
者
就

職
サ
ポ
ー
タ
ー
が
毎
月
第
３
金
曜
日
に

相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

要
請
項
目
⑭　

透
析
患
者
を
は
じ

め
内
部
障
害
者
の
社
会
参
加
に
向

け
て
、
雇
用
環
境
整
備
の
確
保
を

継
続
・
推
進
し
て
下
さ
い
。

産
業
労
働
局　

回
答

腎
機
能
障
害
の
方
を
は
じ
め
内
部
障

害
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
雇
用
管
理
上

の
配
慮
事
項
と
し
て
、
勤
務
時
間
等
の

配
慮
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
産
業
労
働

局
で
は
、
雇
用
上
の
配
慮
事
項
や
障
害

者
の
雇
用
制
度
、
支
援
機
関
等
を
紹
介

し
た
、
事
業
主
向
け
の
「
障
害
者
雇
用

促
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
て
、

障
害
者
雇
用
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
区
市
町
村
、
就
労
支
援

機
関
、
企
業
等
へ
配
布
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
企
業
向
け
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
雇
用
環
境
整

備
の
重
要
性
を
理
解
し
て
頂
く
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
。

3

要
請
項
目
⑫　

災
害
時
の
被
害
想

定
か
ら
透
析
患
者
の
長
期
滞
在
施

設
の
確
保
、
５
０
０
０
人
が
透
析

難
民
と
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
事

へ
の
対
策
等
、
他
県
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
進
め
て
下
さ
い
。



4No.204／2014年10月

病
院
に
い
て
透
析
を
受
け
る
準
備
中
、

透
析
中
、
透
析
終
了
の
際
に
被
災
し

た
場
合

①
病
院
の
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
冷
静
に
行
動

す
る
。

②
病
院
か
ら
自
宅
に
勝
手
に
戻
ら
ず
、
病
院
が
行
政

と
被
害
状
況
の
確
認
を
行
い
、
次
回
の
「
透
析
」
の

説
明
を
受
け
る
ま
で
病
院
の
指
示
し
た
場
所
で
待
機

す
る
。

＊
災
害
状
況
に
よ
っ
て
は
「
徒
歩
」
以
外
自
宅
へ
戻

れ
ず
、
介
護
人
や
自
動
車
の
送
迎
は
困
難
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
宅
内
に
て
被
災
し
た
場
合

①
自
宅
及
び
自
宅
周
辺
の
状
況
を
確
認
す
る

②
自
宅
で
の
生
活
が
可
能
で
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば

（
１
）
東
海
病
院
の
状
況
を
災
害
ダ
イ
ア
ル
（
１
７

１
）
で
確
認
す
る
。

（
２
）
自
分
の
通
院
手
段
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

（
３
）
患
者
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
る
い
は
患
者
同
士

の
連
絡
網
を
活
用
す
る

③
避
難
所
に
て
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
れ

ば
、

（
１
）
人
工
透
析
者
緊
急
カ
ー
ド
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
保
険
証
一
式
を
持
参
す
る
。

（
２
）
避
難
所
に
派
遣
さ
れ
る
医
師
に
、
透
析
が
必

要
な
旨
を
申
告
し
て
指
示
を
仰
ぐ
。

（
３
）
医
師
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
区
の
職
員

に
相
談
し
、
ま
た
災
害
ダ
イ
ア
ル
（
１
７
１
）
を
用

腎
臓
病
は
「
透
析
」
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

活
が
出
来
る
病
気
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
災
害
発
生
時
で
も
継
続
的
に
「
透

析
」
が
行
え
る
と
い
う
状
況
を
自
分
の
中
に
確
認
す

る
こ
と
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
た
め
に
必
要
で
す
。

災
害
時
透
析
医
療
の
拠
点
病
院
と
な
っ
て
い
る
東

海
病
院
は
、
患
者
会
（
ひ
ま
わ
り
会
）
の
要
請
に
よ

り
、
患
者
の
安
全
、
医
療
の
確
保
、
医
療
イ
ン
フ
ラ

等
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
自
分
の
い
る
場
所
を
知
り
、
行
動
を
決
め
ま
す
。

災
害
時
に
パ
ニ
ッ
ク
に

な
ら
な
い
た
め
に

東海病院の
災害対策
（概略）

災
害
発
生
時
の
状
況
を

見
極
め
る

１

２

３
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い
て
、
東
海
病
院
の
状
況
を
確
認
す
る
。

＊
避
難
所
は
平
時
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＊
避
難
所
か
ら
人
工
透
析
を
受
け
る
よ
う
指
示
を
受

け
た
病
院
へ
の
通
院
は
区
ｏｒ
都
が
考
え
ま
す
。

外
出
中
に
被
災
し
た
場
合

①
自
宅
に
戻
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
は
前
頁
「
自
宅

内
に
い
て
被
災
し
た
場
合
」
と
同
様
。

②
繁
華
街
等
に
い
た
場
合
、
近
く
の
病
院
・
企
業
の

診
療
所
・
役
所
、
保
健
所
等
に
行
く
こ
と
が
可
能
で

あ
れ
ば
向
か
う
。
ま
た
、
区
の
避
難
所
に
避
難
す
る
。

さ
ら
に
、
自
身
が
人
工
透
析
が
必
要
な
患
者
で
あ

る
こ
と
を
申
告
し
、
指
示
を
待
つ
。

東
海
病
院
の
状
況
を

﹁
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
﹂で

確
認
す
る

○
一
般
有
線
電
話
で
も
可
能
で
す
が
、
災
害
時
は
有

線
電
話
の
方
が
つ
な
が
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。手

順

①
「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
。

②
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
た
ら
、
指
示
に
従
い

「
２
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
。

③
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、
東
海
病
院
の
電
話
番
号

「
０3
―
３
９
９
９
―
１
１
３
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
。

④
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、「
１
＃
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
。

⑤
病
院
で
録
音
し
た
音
声
が
流
れ
る

₄

₅

₆

₇

₈

₉



6No.204／2014年10月

自
分
の
通
院
経
路
、

送
迎
手
段
の
確
認
を
す
る

○
現
在
、
東
海
病
院
に
通
院
す
る
患
者
さ
ん
の
う
ち
、

自
動
車
送
迎
を
し
て
い
る
方
は
約
６０
名
お
り
、
家
族

や
介
護
人
に
送
迎
さ
れ
て
い
る
方
は
約
２５
名
と
い
う

状
況
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
患
者
さ
ん
は
徒
歩
、

自
転
車
、
自
家
用
車
等
を
用
い
通
院
し
て
お
り
、
災

害
時
に
は
自
分
の
通
院
手
段
、
経
路
を
自
ら
確
保
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

災
害
が
起
き
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る

問
題

①
徒
歩
通
院
の
方
…
障
害
物
を
乗
り
越
え
る
体
力
が

大
切
で
す
。

②
自
転
車
通
院
の
方
…
自
転
車
が
使
え
な
い
場
合
を

想
定
し
て
、
徒
歩
に
変
え
て
く
だ
さ
い
。

③
自
動
車
通
院
の
方
…
自
動
車
は
全
く
使
え
ま
せ
ん
。

④
電
車
通
院
の
方
…
交
通
機
関
が
動
く
ま
で
使
え
ま

せ
ん
。

⑤
ヘ
ル
パ
ー
送
迎
の
方
…
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
訪
問
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
。

⑥
家
族
送
迎
の
方
…
自
宅
内
の
状
況
に
よ
り
ま
す
が
、

比
較
的
送
迎
は
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑦
自
動
車
送
迎
の
方
…
自
動
車
は
全
く
使
え
ま
せ
ん
。

⑧
避
難
所
の
入
所
の
方
…
避
難
所
に
は
区
主
導
の
バ

ス
等
の
手
配
が
あ
る
の
で
、
通
院
は
可
能
と
な
り
ま

す
。

11

12

13

14

1₅

1₀
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＊
災
害
時
幹
線
道
路
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
、
救

急
車
両
等
の
許
可
を
受
け
た
車
両
し
か
通
行
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

＊
ヘ
ル
パ
ー
や
自
動
車
の
運
転
手
の
方
々
の
確
保

も
ま
た
、
被
災
者
で
す
の
で
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。

＊
自
力
通
院
の
方
は
、
自
宅
周
辺
の
患
者
の
方
々

と
連
絡
を
取
り
合
い
、
通
院
経
路
を
確
保
し
て
く
だ

さ
い
。
送
迎
自
動
車
等
を
ご
利
用
の
方
は
現
在
区
が

主
導
で
送
迎
団
体
と
調
整
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。近

隣
患
者
同
士
と
の

連
絡
に
つ
い
て

○
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
患
者
さ
ん

同
士
が
親
し
く
な
ら
な
い
と
お
互
い
の
住
所
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。

「
ひ
ま
わ
り
会
」は
会
員
の
了
解
を
得
た
う
え
で
、

会
員
の
住
所
の
記
載
さ
れ
た
地
図
を
用
い
て
ブ
ロ
ッ

ク
別
の
緊
急
連
絡
網
を
作
成
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。行

政
（
都
・
区
）
お
よ
び

医
療
側
の
対
策
の
現
状

災
害
が
発
生
し
た
時
の

対
応
等
に
つ
い
て

①
透
析
医
療
機
関

（
１
）
透
析
医
療
機
関
は
透
析
の
可
否
や
被
災
状
況

に
つ
い
て
、
災
害
時
情
報
送
信
票
の
項
目
を
参
考
に

し
て
、
メ
ー
ル
等
で
都
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
に

速
や
か
に
連
絡
す
る
。

（
２
）
ま
た
、
日
本
透
析
医
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
災

害
時
情
報
送
信
ペ
ー
ジ
に
も
入
力
・
送
信
す
る
。

②
区
市
町
村

（
１
）
区
市
町
村
は
東
京
都
福
祉
保
健
局
や
各
医
師

会
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
避
難
所
等
に
お
け
る
透

析
患
者
や
そ
の
家
族
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
。

③
練
馬
区

（
１
）
区
内
医
療
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
、
医

療
機
関
へ
の
具
体
的
対
応
の
指
示
を
行
う
。

（
２
）
送
迎
団
体
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
意
見
交
換
、

具
体
策
の
立
案
を
行
う
。

（
３
）
患
者
団
体
（
練
馬
腎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
患
者
側
の
意
見
を
聴
取
す
る
。

（
４
）
１１
月
に
行
わ
れ
る
、
医
療
救
護
所
訓
練
を
計

画
す
る
。

透
析
医
療
機
関
と
透
析
患
者
間
の

連
絡
に
つ
い
て

①
透
析
医
療
機
関
は
透
析
可
否
等
に
つ
い
て
自
身
の

施
設
に
係
る
透
析
患
者
に
連
絡
す
る
。

②
透
析
患
者
は
出
来
る
限
り
通
院
し
て
い
る
透
析
医

療
機
関
に
連
絡
し
て
状
況
等
を
報
告
し
、
必
要
な
情

報
を
得
る
。
通
院
先
の
医
療
機
関
が
透
析
不
可
能
な

場
合
は
、
受
け
入
れ
先
医
療
機
関
や
受
診
方
法
等
の

指
示
を
受
け
る
。

③
透
析
患
者
は
医
療
救
護
所
や
避
難
所
に
い
る
場
合
、

医
師
や
管
理
者
に
透
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、

ま
た
通
院
先
と
の
連
絡
状
況
を
伝
え
る
と
と
も
に
災

害
時
透
析
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
。

1６

1７

1８
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都議会ヒアリング
議事録 平成26年 ９ 月 4 日（木）

10：30～15：40

【参加者】�藤田、榊原、板橋、吉澤、
田崎、坂本（各理事）

1．ヒアリングの実施及び要旨

ヒアリングに於ける、説明時
間の短さを考慮し、東腎協論旨
の一貫性保持のため説明者は榊
原理事にお願いした。従って ７
政党の議員及び議員団すべてに
対し、一貫した説明をすること
ができた。尚、細部における説
明や議員側からの質問に対して
の応答には出席理事がその都度
対応した。

2．ヒアリング順番及び時間割

ⅰ都議会みんなの党（3０分）参
加者　議員 １名
ⅱ都議会公明党（3０分）参加者　
議員１２名
ⅲ都議会結いと維新（3０分）参
加者　議員 １名
ⅳ都議会生活者ネットワーク
（3０分）参加者　議員 １名
ⅴ日本共産党東京都議会議員団
（４０分）参加者　議員 ２名＋事
務局 ２名
ⅵ都議会民主党（２０分）参加者　
議員１５名
ⅶ都議会自民党（２０分）参加者　
議員3０名以上

3．東腎協からの説明要旨

「２０１５年度都庁予算要請項
目」の ８項目記載文書を事前に
渡してあり、この項目のうち ４
項目を説明した。以下の通り
①各種医療制度等の維持継続に
ついて
②ＣＫＤ（慢性腎臓病）への取

経験から、行政サイドから見た
問題点を把握しており透析患者
の状況も理解しているようだっ
た。
ⅳ都議会生活者ネットワーク
（小松議員）
ご両親共に透析患者であった
ので（共に故人）患者の体のこ
とを良く理解していた。やはり、
災害時の都の対策と患者のそれ
に対する対応に興味を持ってい
た。
ⅴ都議会公明党（議員団）
災害対策として、東京湾に病
院船を浮かべることを検討して
いる旨の説明があった。ただ病
院船は災害時の傷病者全員を対
象とするものである。
ⅵ都議会民主党（議員団）
当方からの説明で終了。何の
質問もなし。
ⅶ都議会自民党（議員団）
説明の後、透析患者の中で終
末は病院が良いか自宅が良いと
言う方がいますか、と言う質問
が出た。これに対し、藤田会長
と榊原理事が現状その様な希望
が出せる状態ではないことを説
明した。

り組み推進について
③要介護透析者への支援強化に
ついて
④災害対策の強化について

4．議員及び議員団側の反応

ヒアリング時間が短かったり、
議員団が多かったりといった要
因の為に、議員側からの反応は
充分なものとは言えなかった。
しかしながら、議員 １人で対応
してくれた党の方には、自分の
意見・質問を具体的にして下さ
り理解を深めて下さったと思わ
れる。以下順番に反応を記す。

ⅰ都議会みんなの党（塩村議員）
説明を丁寧に聞き、災害対策
の都の対策の不足している部分
に興味を持ってくれた。
ⅱ日本共産党東京都議会議員団
（大山議員）
弱者に対する気配りが感じら
れた。災害時に透析難民や患者
会以外の患者に対する安全確保
に関心があった。
ⅲ都議会結いと維新（石川議員）
議員が稲城市長であった時の

①都議会みんなの党②都議会公明党③都議会結いと
維新④都議会生活者ネットワーク⑤日本共産党東京
都議団⑥都議会民主党⑦都議会自民党

⑦

③

④

①

⑤

②

⑥
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母
も
３５
歳
で
腎
不
全
で
死
亡

私
の
母
は
昭
和
２６
年
3５
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
死
因
は
腎
不
全
で
す
。
当

時
３
歳
だ
っ
た
私
は
何
も
記
憶
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
人
工
透
析
も
確
立
し
て
お

ら
ず
た
と
え
確
立
し
て
い
て
も
我
が
家

の
経
済
状
態
で
は
と
て
も
治
療
で
き
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
私
自
身

が
２０
年
ほ
ど
前
、
Ｉｇ
Ａ
腎
症
と
診
断

さ
れ
た
と
き
あ
ま
り
驚
き
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
進
行
す
れ
ば
い
ず
れ
人
工

透
析
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
ま
り
実

感
は
な
く
、
た
だ
段
々
か
ら
だ
が
大
儀

に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
感
は
あ
り
ま

し
た
。

イ
ン
テ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

目
指
し
て
大
学
へ

そ
れ
ま
で
結
婚
も
せ
ず
、
仕
事
と
お

稽
古
事
と
好
き
な
本
を
読
む
こ
と
に
明

け
暮
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４０
歳
半
ば
を

過
ぎ
て
も
勉
強
で
き
る
こ
と
と
考
え
て

イ
ン
テ
リ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
し
か
し
内
容

に
飽
き
足
ら
ず
、
も
っ
と
き
ち
ん
と
勉

強
し
た
い
と
大
学
の
建
築
学
科
の
３
年

に
編
入
学
し
ま
し
た
。

や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
勉
強
す
る
の

は
と
て
も
楽
し
く
、
仕
事
が
終
わ
っ
て

か
ら
夜
９
時
ま
で
大
学
に
通
い
、
年
下

の
友
人
も
で
き
食
事
会
な
ど
を
計
画
し

た
り
有
意
義
な
２
年
間
で
し
た
。
４
年

生
の
終
わ
り
に
夜
間
に
も
大
学
院
の
授

業
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
進
学
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
値
が
上
が
り
始
め
、
修
士
論
文
の
仕

上
げ
の
こ
ろ
は
集
中
力
が
か
な
り
衰
え

た
の
か
執
筆
す
る
の
が
つ
ら
か
っ
た
で

す
。
何
度
か
行
っ
た
欧
州
旅
行
も
最
後

の
ほ
う
は
記
憶
が
あ
い
ま
い
で
す
。

つ
い
に
尿
毒
症
か
ら
透
析
へ

１１
年
前
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
は
１５
を
超

え
と
う
と
う
尿
毒
症
が
出
て
透
析
を
導

入
し
ま
し
た
。
透
析
導
入
と
な
っ
て
も

健
常
者
と
変
わ
ら
な
い
と
思
い
た
く
て

フ
ル
タ
イ
ム
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま
し

た
が
最
初
の
夏
は
苦
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
友
人
か
ら
仕
事
を
依
頼
さ
れ
、

そ
れ
な
り
に
働
け
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

体
調
の
回
復
し
た
今
は
所
属
す
る
教

会
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
美
術
展
や

コ
ン
サ
ー
ト
に
も
行
き
ま
す
。
ま
た
海

外
旅
行
も
年
に
１
、
２
回
行
っ
て
い
ま

す
。６

、
７
年
前
か
ら
患
者
会
に
か
か
わ

り
始
め
会
長
を
務
め
て
５
年
目
に
な
り

ま
す
。
今
年
の
３
月
、
中
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
、
理
事
に
推
選
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
末
か
ら
は
東
腎
協
事
務
局
の
お
手

伝
い
も
始
め
ま
し
た
。

こ
の
ご
ろ
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
母

の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
同
じ
病
気
を
し
て
も
透
析
を
受

け
好
き
な
こ
と
を
し
て
生
き
て
い
ら
れ

る
自
分
に
引
き
換
え
、
透
析
が
な
く
、

あ
っ
て
も
経
済
的
理
由
で
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
た
ち
の
時
代
。
そ
の
状
況
を

切
り
開
い
て
く
れ
た
先
人
た
ち
の
功
績

を
引
き
継
い
で
い
か
な
く
て
は
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
「
で
き
る
時
に

で
き
る
こ
と
を
し
な
く
て
は
」
と
考
え

て
い
ま
す
。

透
析
11
年
（
６６
歳
）

に
こ
た
ま
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

で
き
る
時
に
で
き
る
こ
と
を
し
な
く
て
は

長
井
久
美
子
さ
ん

リ
レ
ー

 
エッセ
イ
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私
達
の
病
院

酒
井

　豊

（
清
湘
会
記
念
病
院
）

私
達
が
透
析
治
療
を
し
て
い
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
系
列
で
５
箇
所
あ
り
毎
年
、

学
術
講
演
会
、
料
理
講
習
会
等
を
病
院

と
各
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
が
共
催
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
何
れ
も
我
々
患
者
に

と
っ
て
、
有
難
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。特

に
学
術
講
演
会
は
ス
タ
ッ
フ
と
患

者
関
係
で
３
０
０
人
以
上
に
な
る
時
も

あ
り
、
講
師
の
先
生
へ
の
依
頼
や
会
場

の
手
配
等
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
ご
苦
労

頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
学
術
講
演
会
は
昭
和
６２
年
か
ら

数
え
ま
し
て
今
年
で
２６
回
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。

患
者
会
に
と
っ
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
に

は
心
か
ら
感
謝
し
敬
意
を
払
う
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

特
に
今
年
の
講
演
会
で
は
耳
の
痛
い

内
容
で
し
た
が
実
に
分
か
り
易
く
、
治

療
に
向
か
う
姿
勢
を
正
す
気
が
初
心
に

帰
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
定
め
ら
れ
た
、
増
加
、

血
液
検
査
の
結
果
で
優
等
生
と
さ
れ
る

患
者
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を
受
け
て

し
ま
う
様
な
事
を
し
て
い
る
患
者
と
の

対
比
で
、
指
導
を
受
け
て
い
る
患
者
が

こ
れ
位
損
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
も
の

で
し
た
。（
損
を
す
る
者
は
健
康
維
持
が

極
め
て
悪
く
な
る
と
言
う
こ
と
で
す
。）

そ
の
中
で
、
今
の
透
析
日
程
の
４
時

間
透
析
を
５
時
間
透
析
に
変
更
し
た
場

合
、
４
時
間
透
析
を
１
と
す
る
と
５
時

間
透
析
は
０
・
５８
寿
命
が
延
び
る
と
考

え
ら
れ
る
と
言
う
内
容
に
は
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
週
３
回
透
析
を
一
日
置
き

に
す
る
と
、
こ
れ
ま
た
同
じ
様
な
数
字

が
示
さ
れ
る
と
の
内
容
で
し
た
。

研
究
関
連
会
議
が
行
わ
れ
て
い
て
、

良
い
事
は
改
善
さ
れ
て
行
く
事
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

透
析
治
療
が
無
理
な
く
楽
に
行
わ
れ

て
行
く
様
に
な
っ
て
行
く
こ
と
を
心
か

ら
望
み
ま
し
て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー

プ
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク

「
友
の
会
」
バ
ス
旅
行

田
崎

　勲

（
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
）

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
「
友
の
会
」
の

バ
ス
旅
行
は
、
私
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
思
い
出
の
残
る
旅
行
で
し
た
。

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
豪
華
な
景
品
目

当
て
に
子
供
の
よ
う
に
笑
っ
た
り
喜
ん

だ
り
と
楽
し
み
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
で
は

買
い
物
。
食
事
は
海
鮮
類
、
お
肉
の
食

べ
放
題
。
ど
れ
も
美
味
し
い
も
の
ば
か

り
で
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

他
の
み
な
さ
ん
も
満
足
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

そ
の
後
も「
道
の
駅
」で
買
い
物
、「
海

ほ
た
る
」
の
見
学
を
最
後
に
バ
ス
旅
行

は
終
了
し
ま
し
た
が
、
看
護
師
さ
ん
に

同
行
し
て
も
ら
え
た
の
で
、
と
て
も
心

強
く
安
心
し
て
バ
ス
旅
行
を
楽
し
め
ま

し
た
。

ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
災
害
対
策
」
の
テ
ー
マ
で 

勉
強
会
を
開
催

坂
本

　悦
男

（
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
）

７
月
１3
日
と
９
月
１４
日
、
テ
ー
マ
を

分
け
た
勉
強
会
を
開
催
。
東
海
病
院
ひ

ま
わ
り
会
は
旅
行
や
勉
強
会
や
ら
懇
親

会
、
と
三
か
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
会

員
の
皆
さ
ん
に
声
を
か
け
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

新小岩「友の会」バス旅行

清湘会学術講演会
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一
生
付
き
合
う
腎
臓
病
だ
け
に
、
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
密
な
る
関
係
を
深
く
す
る
事
が

出
来
る
の
は
本
当
に
有
難
い
と
思
い
ま

す
。さ

て
、
７
月
１3
日
の
勉
強
会
は
三
時

間
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、
題
は

二
つ
。
第
一
は
「
検
査
項
目
に
現
れ
る

数
字
の
意
味
」。
第
二
は
「
夏
の
腎
臓

病
食
を
食
べ
て
み
よ
う
」
と
い
う
も
の
。

月
に
二
回
血
液
検
査
を
し
て
も
ら
い
、

カ
リ
ウ
ム
だ
リ
ン
だ
の
と
血
中
濃
度
を

見
て
、
普
段
の
食
生
活
や
生
活
態
度
を

反
省
さ
せ
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
今
一

度
そ
れ
ら
指
標
の
意
味
す
る
も
の
と
、

他
の
病
気
の
原
因
と
な
る
も
の
を
篠
原

看
護
師
か
ら
冷
静
な
る
説
明
を
い
た
だ

き
、
た
だ
た
だ
生
活
態
度
を
反
省
。

「
夏
の
腎
臓
病
食
を
食
べ
て
み
よ

う
」
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
ん
さ
ん
会
」
と
い

う
、
東
北
被
災
地
で
給
食
事
業
を
行
っ

て
い
る
団
体
の
、
腎
臓
病
患
者
向
け
レ

ト
ル
ト
食
品
を
、
東
海
病
院
の
栄
養
士

さ
ん
の
解
説
の
後
に
試
食
し
た
。
試
食

後
、
一
週
間
分
の
試
験
購
入
し
た
方
も

お
り
、
普
段
の
食
メ
ニ
ュ
ー
に
頭
を
悩

ま
せ
て
い
る
方
々
の
多
さ
を
実
感
。

９
月
１４
日
の
勉
強
会
は
こ
れ
も
三
時

間
、
第
一
の
テ
ー
マ
は
患
者
の
病
気
体

験
の
現
状
説
明
と
意
見
交
換
。
第
二
の

テ
ー
マ
は
、「
災
害
時
パ
ニ
ッ
ク
に
な

ら
な
い
た
め
に
」
と
い
う
、
我
々
自
身

の
た
め
の
問
題
意
識
の
持
ち
方
。「
病

院
」「
行
政
（
練
馬
区
）」
か
ら
は
、
い

ま
行
っ
て
い
る
対
策
と
課
題
の
説
明
を

し
て
も
ら
っ
た
。
特
に
今
回
練
馬
区
の

地
域
医
療
課
の
本
橋
係
長
が
出
席
し
て
、

区
が
主
導
で
行
っ
て
い
る
対
策
の
説
明

と
、
災
害
時
に
透
析
患
者
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
①
病
院
と
患
者
自
身
と
の
情

報
交
換
、
②
患
者
の
通
院
手
段
の
確
保
、

と
い
う
二
点
の
課
題
に
つ
い
て
の
話
を

い
た
だ
い
た
。（
本
誌
５
頁
参
照
）

我
々
自
身
の
問
題
な
の
で
、
出
席
者

も
真
剣
に
話
を
聞
き
な
が
ら
う
な
ず
い

た
り
、
首
を
傾
げ
た
り
。
質
問
も
災
害

時
の
透
析
可
能
人
数
や
予
備
の
薬
の
量

な
ど
、
具
体
的
な
も
の
や
通
信
手
段
の

実
際
の
可
能
性
な
ど
身
近
な
点
に
集
中

し
た
。
勿
論
こ
こ
で
解
決
は
し
な
い
が

自
分
の
身
は
自
分
で
考
え
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
認
識
で
き
た

よ
う
で
す
。
行
政
は
災
害
時
に
大
き
な

観
点
か
ら
、
安
全
や
安
心
を
確
保
す
る

よ
う
な
対
策
を
た
て
て
い
ま
す
が
、
通

院
確
保
や
情
報
交
換
な
ど
は
患
者
会
で

具
体
的
に
煮
詰
め
な
い
と
実
現
し
な
い

と
思
い
ま
す
。
病
院
と
の
話
し
合
い
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

恒
例
の
日
帰
り
旅
行増

子

　隆

（
清
湘
会
深
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
）

７
月
１3
日
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
日

帰
り
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
サ
ロ
ン
バ
ス
か
ら
銚
子
電
鉄

に
乗
り
換
え
て
地
球
が
丸
く
見
え
る
丘

展
望
館
、
太
平
洋
を
一
望
出
来
、
古
く

由
緒
あ
る
犬
吠
埼
ぎ
ょ
う
け
い
館
で
温

泉
に
入
り
懐
石
料
理
に
舌
鼓
、
カ
ラ
オ

ケ
、
一
休
み
し
て
、
ヤ
マ
サ
醤
油
工
場

見
学
と
盛
り
沢
山
の
魅
力
の
有
る
旅
行

会
に
な
り
ま
し
た
。
好
評
だ
っ
た
の
は
、

濡
れ
煎
餅
の
焼
き
体
験
、
新
鮮
な
海
産

物
の
ウ
オ
ッ
セ
２１
で
の
お
買
物
で
し
た
。

今
年
は
同
じ
清
湘
会
菊
川
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
聖
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
相
乗
り
も
有
り

和
気
あ
い
あ
い
の
愉
し
い
旅
行
会
に
な

り
ま
し
た
。

増
子
会
長
さ
ん
談

こ
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
は
、
定
例
行

事
と
し
て
毎
年
総
会
で
今
年
は
何
処
に

し
よ
う
か
い
つ
頃
が
良
い
か
と
行
き
先

と
時
期
を
相
談
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

気
心
の
知
れ
た
病
院
仲
間
と
和
気
あ

い
あ
い
と
話
し
飲
み
歌
い
会
員
の
楽
し

み
に
し
て
い
る
行
事
で
す
。
病
院
の
ご

理
解
を
頂
き
ス
タ
ッ
フ
の
同
行
も
あ
り
、

安
心
し
て
、
は
め
を
は
ず
し
て
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
創
意
工
夫
し
て
続
け
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
旅
行
会
だ
よ

り
で
し
た
。

清湘会「日帰り旅行」

東海病院「ひまわり会」勉強会
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平
成
２６
年
８
月
3０
日
～
3１
日（
土
日
）

第
８
回
全
腎
協
全
国
青
年
会
議
が
東
京

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
か
ら
は
宿
野

部
部
長
と
永
見
副
部
長
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
は
青
年
部
の
代

表
な
ど
５９
名
が
参
加
（
県
代
表
3７
名　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
８
名　

実
行
委
員
７
名　

全
腎
協
理
事
５
名　

事
務
局
２
名
）。

（
１
日
目
）

昨
年
に
学
習
し
た
問
題
解
決
の
手
法

を
利
用
し
て
青
年
部
の
抱
え
る
真
の
問

題
点
で
も
あ
る
「
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が

入
会
し
な
い
」
と
い
う
問
題
を
検
証
し

ト
ラ
ン
ま
こ
」
で
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
か
ら

は
宿
野
部
武
志
部
長
と
、
永
見
明
子
副

部
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

○
７
月
２６
日　

開
催
県
（
栃
木
）
ス
タ

ッ
フ
全
員
の
挨
拶
の
後
全
体
会
議

（
１
）
青
年
部
に
つ
い
て
…
昨
年
度
と

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
各
都
県
か
ら

報
告
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た

青
年
部
員
の
獲
得
活
動
に
つ
い
て
議
論
。

（
２
）
合
併
症
に
つ
い
て
…
特
に
副
甲

状
腺
機
能
亢
進
症
で
手
術
を
し
た
人
の

体
験
談
を
メ
イ
ン
に
。

（
３
）
災
害
に
つ
い
て
…　

塩
分
の
量

を
把
握
す
る
た
め
、
3０
グ
ラ
ム
の
塩
か

ら
５
グ
ラ
ム
と
９
グ
ラ
ム
を
と
る
作
業
。

災
害
時
に
配
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
食
品

の
試
食
な
ら
び
に
災
害
時
に
役
に
立
つ

グ
ッ
ズ
を
手
に
取
っ
て
み
て
み
る
。

交
流
会
（
食
事
会
）

○
７
月
２７
日　

朝
食
後
、
日
光
東
照
宮

参
詣
…
身
体
障
害
者
手
帳
を
利
用
す
る

と
参
拝
料
が
割
引
に
な
る
代
わ
り
に

「
鳴
龍
」
が
参
拝
で
き
な
い
と
の
こ
と

で
、
一
般
料
金
に
て
参
詣

考
察
・
感
想

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
青
年
部
の

部
員
勧
誘
に
つ
い
て
、
今
ま
で
に
な
く

否
定
的
な
意
見
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と

に
対
し
て
驚
き
も
あ
っ
た
が
、
東
腎
協

青
年
部
の
ブ
ロ
グ
の
更
新
頻
度
や
閲
覧

件
数
等
を
鑑
み
る
に
、
必
ず
し
も
肯
定

的
に
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分

が
あ
る
と
感
じ
た
。

８
月
3１
日
、
午
後
１
時
半
よ
り
４
時

ま
で
、
出
席
者
９
名
（
運
営
委
員
４
名
、

理
事
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２
名
、理
事
３
名
）

で
開
催
さ
れ
た
。

議
事
は
（
１
）
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会

員
会
議
の
開
催
日
時
の
決
定
、（
２
）

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
方
向
及
び
強
化

平
成
２６
年
７
月
２６
日
～
２７
日（
土
日
）

日
光
霧
降
の
大
江
戸
温
泉
物
語
「
レ
ス

第
８
回
全
腎
協

全
国
青
年
会
議

青
年
部
部
長　

宿
野
部
武
志

て
解
決
策
を
考
え
た
。

（
２
日
目
）

前
日
に
議
論
し
た
解
決
策
を
自
県
に

当
て
は
め
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
検
討
。

今
回
は
次
年
度
に
青
年
部
長
着
任
予

定
の
永
見
副
部
長
に
、
引
き
継
ぎ
の
一

環
と
し
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

本
会
議
に
出
席
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
活

用
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
他

県
と
青
年
部
運
営
に
関
す
る
情
報
交
換

・
交
流
が
図
れ
、
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
他
県
と
の
交
流
・
繋
が
り
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
再
確

認
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
改
め
て
東
腎
協
青
年
部
の
活

動
に
つ
き
反
省
も
含
め
て
振
り
返
り
、

リ
ス
タ
ー
ト
の
つ
も
り
で
立
て
直
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会

青
年
部
副
部
長　

永
見　

明
子

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員
会

坂
本
悦
男
（
東
海
病
院
）

全腎協関東ブロック会議㏌山梨
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が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。

運
営
委
員
会
は
榊
原
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

頸
椎
周
り
の
手
術
に
よ
る
経
過
報
告
と
、

そ
の
間
皆
様
に
心
配
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
対
す
る
御
礼
の
言
葉
で
始
ま
っ

た
。各

ブ
ロ
ッ
ク
が
東
腎
協
の
柱
に
な
る

と
い
う
大
き
な
方
針
の
中
で
、
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
は
何
を
主
題
と
し
て
活
動
を
行

う
か
が
最
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
共

通
の
テ
ー
マ
で
ど
の
よ
う
に
組
織
と
し

て
の
強
化
も
出
来
る
の
か
が
課
題
と
し

て
提
示
さ
れ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
、
七
区
を
対
象
に
し
た
講

演
会
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
過
去
の

話
な
ど
が
出
た
り
し
た
。
し
か
し
、
今

一
つ
具
体
的
で
な
く
、
共
通
の
目
標
足

り
え
な
い
。

練
馬
区
で
行
っ
て
い
る
、
四
患
者
団

体
、
練
馬
腎
患
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
練

馬
区
と
の
協
議
、「
災
害
対
策
」
の
件

を
提
案
し
作
成
し
た
「
災
害
時
に
パ
ニ

ッ
ク
に
な
ら
な
い
為
に
」
と
い
う
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
全
員
に
配
布
し
、
ブ
ロ
ッ

ク
内
七
区
で
同
様
の
活
動
を
し
て
み
た

い
、
と
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

現
在
、
災
害
対
策
は
東
京
都
の
「
災

害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
今
年
の
四
月

に
更
新
さ
れ
、
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き

ょ
う
」
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
自

分
た
ち
患
者
の
身
の
回
り
の
状
況
を
想

定
し
た
具
体
的
な
方
策
は
全
く
示
さ
れ

て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
練
馬
区
腎
患
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
災
害
時
の
我
々
の
状
況
を
想
定

し
て
、
患
者
自
身
の
身
の
処
し
方
を
考

え
た
も
の
で
あ
る
。
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の

患
者
会
も
同
様
に
考
え
て
み
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
か
と
言
う
の
が
運
営
委
員
会
で

の
方
向
と
な
っ
た
。
１１
月
９
日
に
北
部

ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会
議
の
開
催
を
決
め
、

主
要
議
題
が
災
害
対
策
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

第
１
日
目

は
じ
め
に
開
催
県
山
梨
の
中
島
会
長

よ
り
参
加
者
に
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
第
１
日
目
の
議
題
、
全
腎
協
・

金
子
常
務
理
事
よ
り
全
腎
協
報
告
、
第

３
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
対
策
部
会
報

告
を
前
回
開
催
県
の
清
水
会
長（
群
馬
）

よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
次
回
は
埼
玉
県

主
催
で
青
年
部
関
連
議
題
と
し
た
。

そ
の
後
各
県
の
活
動
報
告
が
発
表
さ

れ
、
各
提
案
議
題
が
討
議
さ
れ
た
。

○
神
奈
川
県
腎
協
か
ら
「
重
度
医
療
費

助
成
制
度
」
助
成
廃
止
に
つ
い
て
の
提

案
、
県
内
33
市
町
村
の
う
ち
約
１６
市
町

村
は
助
成
の
廃
止
が
き
ま
っ
た
。

○
千
腎
協
か
ら
「
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
制
度
」
に
つ
い
て
、
平
成
２７
年
度

よ
り
窓
口
無
料
制
度
が
実
施
さ
れ
る
事

に
な
っ
て
い
る
。
各
県
の
現
状
が
知
り

た
い
。

○
山
梨
県
腎
協
か
ら
「
重
度
障
害
者
医

療
費
制
度
」
改
定
に
よ
り
、
現
物
給
付

か
ら
償
還
払
い
へ
県
の
事
業
仕
分
け
で

変
更
に
な
っ
た
。
厚
労
省
が
窓
口
無
料

化
を
行
っ
て
い
な
い
県
市
町
村
に
は
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
課
し
て
き
た
。
県
と
折
衝

し
た
結
果
、
自
動
還
元
方
式
が
実
施
さ

れ
る
事
に
な
っ
た
。

○
長
野
県
腎
協
か
ら
「
臓
器
移
植
啓
発

活
動
」
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開

催
規
模
全
県
3０
ヶ
所
以
上
５
０
０
人
規

模
で
約
９3
万
円
の
予
算
で
開
催
。
他
県

の
実
情
、
行
政
の
支
援
等
あ
れ
ば
参
考

に
し
た
い
。

第
２
日
目

○
千
腎
協
か
ら
「
大
会
へ
の
参
加
者
の

減
少
」
に
つ
い
て
会
員
割
合
が
減
っ
て

い
る
現
状
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
な
り
よ
り
セ
レ

モ
ニ
ー
的
に
な
っ
て
い
る
。

○
栃
木
県
腎
協
か
ら
「
賛
助
会
員
の
会

費
使
用
」
に
つ
い
て
、
昨
年
か
ら
財
源

に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
か
ら
賛
助
会
員

の
募
集
を
は
じ
め
た
。

○
東
腎
協
か
ら
「
各
都
県
行
政
部
署
の

災
害
時
に
透
析
医
療
を
確
保
す
る
為
の

対
策
」
つ
い
て
戸
倉
副
会
長
よ
り
発
言
、

県
内
の
透
析
患
者
の
透
析
医
療
を
確
保

す
る
た
め
、
県
外
の
自
治
体
へ
支
援
要

請
す
る
場
合
の
対
策
、
県
外
の
透
析
患

者
の
透
析
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
県

内
に
受
け
入
れ
要
請
が
あ
っ
た
場
合
の

対
策
に
つ
い
て
、
各
県
の
意
見
を
聞
い

た
。

○
神
奈
川
県
腎
協
か
ら
「
２
０
２
５
年

第
７５
回
全
腎
協

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
㏌
山
梨

活
動
日
時
：
７
月
１９
～
２０
日
（
土
・

日
）

活
動
場
所
：
湯
村
ホ
テ
ル
（
甲
府
市

湯
村
）

参
加
者
：
戸
倉
、
岸
里
、
榊
原
、

吉
澤

他
全
体
で
４４
名
。

関東ブロック青年交流会
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を
見
据
え
た
医
療
・
福
祉
制
度
へ
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
、
現
在
の
介
護
施

設
利
用
者
の
状
況
か
ら
考
え
て
療
養
型

介
護
施
設
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
認
知

症
支
援
施
設
等
の
不
足
が
考
え
ら
れ
、

医
療
・
介
護
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
の

確
保
が
問
題
視
さ
れ
、
そ
れ
に
備
え
た

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

○
群
腎
協
か
ら
「
活
動
報
告
書
の
提
出

に
つ
い
て
」
見
直
し
を
要
望
、
毎
月
県

腎
協
と
全
腎
協
担
当
理
事
に
送
付
し
て

い
る
。
全
腎
協
理
事
会
・
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
等
依
頼
の
あ
っ
た
と
き
以
外
は
毎
月

各
県
同
士
の
送
付
は
中
止
に
し
て
欲
し

い
。

○
山
梨
県
腎
協
か
ら
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

災
害
対
策
部
会
開
催
」
に
つ
い
て
、
第

３
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
部
会
で
も
話

し
合
わ
れ
た
災
害
対
策
部
会
を
開
催
し

て
頂
き
た
い
。
災
害
対
策
部
会
に
つ
い

て
は
、
第
１
回
開
催
地
候
補
場
所
は
全

腎
協
事
務
局
で
幹
事
県
は
山
梨
県
で
調

整
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
長
野
県
腎
協
か
ら「
国
会
請
願
署
名
」

に
つ
い
て
、
こ
こ
数
年
署
名
数
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
現
状
、
こ
れ
以
上
減
ら
さ

な
い
為
の
手
立
て
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
全
腎
協
と
し
て
の
取
り
組
み

を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
対
策
を
打
つ

必
要
が
あ
る
。

台
風
18
号
直
撃
で
一
部
中
止
に

第
34
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
3４
回
臓
器
移
植
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
台
風
１８
号
の
東
京
直
撃
に
よ
り
、

第
一
会
場
（
上
野
）
は
続
行
中
断
、
第

二
会
場
（
立
川
）
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。第

一
会
場
の
上
野
で
は
、
集
ま
っ
た

会
員
さ
ん
の
健
康
、
体
調
を
考
慮
し
て

帰
っ
て
い
た
だ
き
、
東
腎
協
理
事
と
東

京
都
の
職
員
と
で
約
１
０
０
０
枚
の
テ

ィ
ッ
シ
ュ
と
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

残
っ
た
４
０
０
０
枚
は
江
戸
川
地
域
腎

友
会
や
他
の
地
域
腎
友
会
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

１２
日
（
日
）
は
開
催
い
た
し
ま
せ
ん
。

第
二
会
場
の
立
川
は
、
テ
ン
ト
も
用

意
し
て
な
か
っ
た
の
で
、
朝
７
時
の
段

階
で
中
止
決
定
。
連
絡
が
つ
か
な
い
で

お
越
し
い
た
だ
い
た
会
員
さ
ん
に
は
心

よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

2014年
10月 ５ 日（日）

（立川）中止にはなったが…。

（上野）連絡をとりあう参加者

（上野）テントの中で待機 （上野）雨の中集まった会員・役員のみなさん
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「
透
析
は
生
き
て
半
年
」
と 

言
わ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、 

現
在
の
透
析
へ

１９
歳
で
発
病
し
た
糸
球
体
腎
炎
も
、
１０
年
の
治
療

の
甲
斐
も
な
く
、
昭
和
４７
年
透
析
導
入
に
な
り
ま
し

た
。当

時
は
透
析
器
も
台
数
が
少
な
く
、
透
析
と
い
う

言
葉
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
い
時
代
で
し
た
。
効
率
は

非
常
に
悪
く
、水
も
抜
け
ず
、患
者
の
顔
色
は
コ
ー
ヒ

ー
色
を
し
て
い
て
、
毎
日
の
よ
う
に
患
者
が
亡
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
苦
し
み
と
痛
み
ば
か
り
の
当
時

の
透
析
は
今
思
い
出
そ
う
に
も
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
十
数
種
類
の
合
併
症
を
抱
え
、
大
小
合

わ
せ
る
と
２６
回
の
手
術
を
経
て
、
６
カ
月
の
命
と
言

わ
れ
な
が
ら
、
４２
年
も
の
長
き
人
生
を
生
か
さ
れ
る

と
は
全
く
想
定
外
の
事
で
自
分
で
も
驚
く
ば
か
り
で

す
。今

は
「
高
血
流
長
時
間
透
析
」
を
強
力
に
推
奨
さ

れ
て
い
る
「
腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
」
に
３
年

前
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

透
析
方
法
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
総
補
液
量
６５

リ
ッ
ト
ル
、前
希
釈
、透
析
時
間
（
４０
年
間
５
時
間
）

血
流
量
３
０
０
、
透
析
液
カ
ー
ボ
ス
タ
ー
、
針
１６
Ｇ
、

高
ナ
ト
リ
ウ
ム
Ｋ
Ｔ
／
Ｖ
２
・
１

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
を
し
て
大
き
く
変
わ
っ
た
こ

と
は
、
何
十
年
も
苦
し
ん
だ
口
渇
が
な
く
な
り
食
事

も
ほ
と
ん
ど
制
限
が
な
く
な
っ
た
こ
と
。
二
つ
目
は

全
身
の
皮
膚
が
劇
的
に
き
れ
い
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

楽
し
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た 

青
春
時
代

生
ま
れ
は
長
野
県
東
御
市
、
浅
間
山
を
背
に
育
ち

ま
し
た
。
昔
か
ら
音
楽
好
き
で
２１
歳
の
時
に
ギ
タ
ー

を
身
に
つ
け
、
身
長
１
７
５
セ
ン
チ
の
自
分
に
合
わ

せ
た
大
き
な
女
性
ば
か
り
集
め
て
、
ラ
テ
ン
バ
ン
ド

を
結
成
し
て
演
奏
活
動
を
し
ま
し
た
。
腕
は
少
々
下

手
で
も
、
何
し
ろ
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
若
さ
全
開
の

バ
ン
ド
で
す
か
ら
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク
の
布
を

体
に
巻
き
つ
け
た
だ
け
の
様
な
格
好
で
ボ
ン
ゴ
を
叩

き
、
得
意
満
面
、
怖
さ
知
ら
ず
で
楽
し
く
て
仕
方
な

い
時
代
で
し
た
。
今
思
え
ば
冷
や
汗
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
一
人
で
弾
き
語
り
を
し
て
い
る
時
に
透

析
導
入
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
患
者
会
に
入
会
を

何
も
し
な
く
て
も
国
か
ら
ほ
ぼ
自
己
負
担
の
無
い

透
析
の
恩
恵
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
今

の
新
し
い
患
者
さ
ん
達
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
患
者
会
が
有
る
こ
と
や
、
東
腎
協
と
い
う
組

織
が
日
夜
努
力
し
て
お
ら
れ
る
事
を
ご
存
知
で
す

か
？
透
析
導
入
年
齢
も
上
が
っ
て
、
会
報
す
ら
受
け

取
っ
て
頂
け
な
い
と
聞
き
ま
す
が
、
国
会
請
願
や
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
は
出
席
で
き
な
く
て
も
、
出
来
る

だ
け
患
者
会
に
入
っ
て
頂
き
、
透
析
医
療
の
減
額
傾

向
が
心
配
さ
れ
る
現
実
に
目
を
向
け
て
頂
き
た
い
の

で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
事
情
は
お
あ
り
か
と
思
い
ま
す
が
、

金
額
の
大
小
で
は
な
く
、
せ
め
て
“
寄
付
”
と
い
う

形
で
患
者
会
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
れ
ば

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

私
と
東
腎
協
⑤

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
（
透
析
42
年
）

高
藤
あ
つ
子
さ
ん
（
７１
）

２
０
０
号
記
念
投
稿
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妊
娠
中
毒
症
と
い
う
、
つ
ら
い
病
名

昭
和
４７
年
１０
月
に
結
婚
し
て
、
翌
年
５
月
に
妊
娠

し
ま
し
た
。
３
か
月
た
っ
た
頃
よ
り
、
血
圧
が
高
く
、

タ
ン
パ
ク
尿
、
む
く
み
の
症
状
も
出
て
き
の
で
、
食

事
、
身
体
に
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
が
良
く
な
ら
ず
、

妊
娠
中
毒
症
と
い
う
病
名
が
つ
い
て
し
ま
い
、
本
当

に
辛
か
っ
た
こ
と
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

何
と
か
無
事
に
長
女
を
出
産
し
、
病
院
通
い
は
し

ま
し
た
が
、
子
供
が
ま
だ
小
さ
く
、
思
う
よ
う
に
自

分
自
身
の
身
体
ま
で
気
を
付
け
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
様
な
生
活
が
続
い
た
た
め
に
、
妊

娠
中
毒
は
一
向
に
良
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
時
に
次
女
が
生
ま
れ
て
、
や

は
り
長
女
の
時
と
同
じ
く
妊
娠
中
毒
症
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
次
女
も
無
事
出
産
し
ま
し
た
。

私
は
結
婚
し
て
妊
娠
す
る
ま
で
は
、
健
康
に
は
自

信
が
あ
り
ま
し
た
が
、
身
体
の
事
と
子
育
て
は
負
担

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
女
性
が
子
供
を
産
む
の
は

自
然
な
こ
と
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
な
い
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

子
育
て
と
就
職
…
身
体
を
酷
使
し
て

私
は
結
婚
と
同
時
に
神
奈
川
県
相
模
原
に
移
り
住

み
ま
し
た
が
、
出
産
と
同
時
に
大
森
の
母
の
と
こ
ろ

へ
身
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま
た
当
時
子
供
が
中
学
生
と

小
学
生
だ
っ
た
の
で
遊
ん
で
は
い
ら
れ
ず
、
仕
事
を

探
し
て
い
ま
し
た
ら
、
母
の
知
り
合
い
の
方
か
ら
銀

行
の
管
理
人
を
募
集
し
て
い
る
と
の
情
報
が
入
り
、

即
仕
事
が
出
来
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
ま
だ
私
も
若
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
無

我
夢
中
で
働
い
て
い
る
と
、
職
場
の
検
診
で
血
圧
が

高
く
、
タ
ン
パ
ク
尿
と
む
く
み
が
で
ま
し
た
。
そ
の

時
、
現
在
通
院
し
て
い
る
大
田
病
院
の
佐
藤
幸
文
先

生
か
ら
「
い
ず
れ
透
析
に
な
り
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
、

そ
の
言
葉
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
５
年
７
月
に
入
院
と
な
り
、
透
析
を
す
る
た

め
の
シ
ャ
ン
ト
の
作
成
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
８
月

透
析
導
入
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
透
析
に
つ
い
て
は

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
先
の
事
が
全
く
見
え
ず
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
で
も
マ
イ
ナ
ス
の
事
ば
か
り
考
え
て
も
仕
方
な

く
、
こ
れ
は
私
の
運
命
と
受
け
止
め
、
少
し
ず
つ
透

析
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
思
考
で
明
る
く
頑
張
り
ま
す

良
か
っ
た
こ
と
は
、
食
事
が
美
味
し
く
体
の
怠
さ

が
な
く
働
け
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
全
て
プ

ラ
ス
思
考
で
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
同
じ
透
析
を
し

て
い
る
仲
間
の
人
達
と
も
明
る
く
会
話
も
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
患
者
会
が
有
る
こ
と

を
聞
い
た
の
で
、
す
ぐ
入
会
し
て
現
在
で
は
東
腎
協

の
正
会
員
と
腎
友
会
の
役
員
を
し
て
い
ま
す
。

大
田
病
院
腎
友
会
の
役
員
も
、
だ
ん
だ
ん
高
齢
化

が
進
み
、
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
参
加
す
る
人
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

私
た
ち
が
こ
う
し
て
安
心
し
て
透
析
を
受
け
ら
れ

る
の
も
、
諸
先
輩
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
賜

物
で
す
。
そ
し
て
病
院
の
師
長
を
始
め
看
護
師
、
技

師
の
方
々
の
暖
か
い
言
葉
で
、
幸
い
透
析
も
乗
り
越

え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
い
つ
ま
で
元
気
で
い
ら

れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
元
気
な
う
ち
は
腎
友
会

と
東
腎
協
の
役
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
と
東
腎
協
⑥

大
田
病
院
腎
友
会
（
透
析
21
年
）

蒲
原
栄
子
さ
ん
（
６０
）

２
０
０
号
記
念
投
稿
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透析医療苦難の時代透析バンザイ透析バンザイ 著者　バンザイ
（５７）

協
力　

渡
辺
好
徳
・
渡
辺
典
史
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（５8）
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（５９）
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（６０）
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透
析
患
者
の
深
刻
な�

骨
病
変
に
も

２
０
１
０
年
の
透
析
医
学
会
の
統
計
に

よ
る
と
人
工
透
析
患
者
の
透
析
導
入
年
齢

６７
・
７５
歳
と
な
っ
て
お
り
非
常
に
高
齢
化

し
て
お
り
ま
す
。
日
本
の
透
析
医
療
は
世

界
的
に
見
て
も
高
水
準
で
長
く
生
き
ら
れ

る
半
面
高
齢
化
の
為
多
く
の
方
が
合
併
症

を
発
症
し
ま
す
。
特
に
透
析
患
者
の
骨
病

変
は
深
刻
で
腰
痛
や
足
、
肩
の
痛
み
等
日

常
か
ら
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
方
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
お
年
寄
り
や
通
院
困
難

な
方
へ
の
訪
問
療
養
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、

画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
実
施
さ
れ
て

い
る
、（
株
）
東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

●
業
務
内
容

は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

療
養
施
術

●
営
業
所
（
各
営
業
所
か
ら
片
道
１６
㎞
ま

で
訪
問
可
能
）

○
新
宿
本
社　

新
宿
区
新
宿
１
―
５
―
４　

Ｙ
Ｋ
Ｂ
マ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
２
０
１
、
３
０

１　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―
３
３
５
４
―
０
３

４
１

http://w
w
w
.t-zaitaku.e-doctor.info/

○
上
野
営
業
所　

東
京
都
台
東
区
東
上
野

１
―
１3
―
１　

田
中
ビ
ル
５
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―
３
８
３
５
―
２
４
９
１

○
立
川
営
業
所　

立
川
市
曙
町
１
―
２５
―

１２
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
曙
ビ
ル
７
０
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
２
―
５
２
８
―

２
８
２
１

○
大
宮
営
業
所　

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜

木
町
１
―
３
８
９
―
７
こ
ん
の
び
る
３
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
８
―
６
５
０
―
０
３
４
１

●
特
徴

○
主
に
お
年
寄
り
や
通
院
困
難
な
方
へ
の

訪
問
療
養
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。

・
脳
血
管
障
害
の
後
遺
症
な
ど
で
、
お
身

体
に
あ
る
麻
痺
や
拘
縮
が
あ
る
方

・
加
齢
に
よ
り
四
肢
筋
力
が
低
下
し
て
い

る
方
、
血
行
が
悪
く
下
肢
が
冷
た
い
方
、

浮
腫
が
あ
り
歩
行
が
困
難
な
方

・
変
形
性
膝
関
節
症
・
変
形
症
腰
椎
症
・

変
形
性
脊
髄
症
な
ど
通
院
の
難
し
い
方

・
そ
の
他
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）

の
低
下
が
著
し
い
方
や
障
害
者
（
年
齢
不

問
）
の
方
々

●
費
用
に
つ
い
て

各
種
保
険
適
用

１
回
２０
分
の
サ
ー
ビ
ス
が
、《
自
己
負
担

１
割
の
方
で
》３
２
３
円
～
５
６
３
円（
交

通
費
含
む
）
の
ご
負
担
で
受
療
で
き
ま
す
。

※
８
０
１
３
７
で
始
ま
る
障
害
者
受
給
者

証
（
マ
ル
障
）（
年
齢
不
問
）
を
お
持
ち

の
方
と
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

21

機関誌「とうじんきょう」冬号（１月１５日発行）
の年賀広告を募集しています。掲載希望の方は右記
の要領で１１月２０日までに事務局広報部（東京都豊島
区南大塚２―４０―１１富士大塚ビル２Ｆ　☎０3―3９４４―４０４８　
ＦＡＸ０3―５９４０―９５５６）宛申し込んでください。
募集要項
○１マス（４０×６０㍉）５０００円（何マスでも可）
○左記の体裁見本を参考にしてください。

読者の皆さん

年賀広告募集のお知らせ

訪
問
療
養
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
ご
紹
介
／
（
株
）
東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス

○
○
法
人
社
団　

○
○
会

東

腎

ク

リ

ニ

ッ

ク

院
長　

東
腎　

太
郎

〒
○
○
○
―
○
○
○
○　

○
○
区
○
○
○

○
○
○
○
○
○

☎
０
３
―
○
○
○
○
―
○
○
○
○

Ａ
タ
イ
プ

東
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

東
腎　

太
郎

〒
○
○
○
―
○
○
○
○　

○
○
市
○
○
○

　

○
―
○
―
○　

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

☎
０
４
２
―
○
○
○
―
○
○
○
○

Ｂ
タ
イ
プ

東
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

会
長　

東
腎　

太
郎

〒
○
○
○
―
○
○
○
○　

○
○
○
市
○
○
○
○
○

　

○
○
○
○
○
○

☎
○
○
○
○
―
○
○
―
○
○
○
○

Ｄ
タ
イ
プ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

会
長　

東
腎　

太
郎

副
会
長　

○
○　

○
○

世
話
人　

○
○　

○
○

同　
　

○
○　

○
○

同　
　

○
○　

○
○

住
所

電
話

Ｅ
タ
イ
プ

株
式
会
社

○

○

商

事

代
表
取
締
役　

東
腎　

太
郎

〒
○
○
○
―
○
○
○
○　

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

☎
○
○
―
○
○
○
○
―
○
○
○
○

Ｃ
タ
イ
プ
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
お
礼

扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

○
東
京
第
一
支
店
様
（
８
月
～
９
月
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
い
鳥
葉
書
（
切
手
）

ご
寄
付
一
覧

【
患
者
会
】

す
な
が
わ
相
互
診
療
所
患
者
会
い
ず
み

太
田
病
院
腎
友
会

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
会

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

中
野
共
立
病
院
腎
友
会
・
絆
の
会

【
個
人
会
員
】

・
石
山　

久
美
子

・
辻　

玲
子

（
１０
月
８
日
現
在
ま
で
分
、
敬
称
略
・

順
不
同
）

葉
書
・
切
手
等
は
沢
山
使
用
し
ま
す
の

で
い
つ
で
も
ご
寄
付
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

～
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

１２
月
２７
日
（
土
）
～
２
０
１
５
年
１

月
４
日
（
日
）
ま
で
お
休
み
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
新
年
５
日
（
月
）
よ
り

仕
事
始
め
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

投
稿
の
お
願
い

編
集
委
員
会
で
は
会
員
の
皆
様
か
ら

の
投
稿
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
な
か
ま
の
た
よ
り
」
に
投
稿
の
方
、

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
何
で
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
冬
期
休
暇
の

お
知
ら
せ

表
紙
の
作
品
募
集

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
表

紙
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
掲
載

い
た
し
ま
す
。
絵
画
、
陶
芸
、
手
芸
、

料
理
、
…
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

随
時
募
集

募
集
時
期

　
　
　
　

出
来
る
だ
け
作
品
を
写
真

撮
影
し
て
、
プ
リ
ン
ト
と
作
品
コ
メ
ン

ト
（
４
０
０
字
以
内
）
を
添
え
て
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

採
用
の
際
に
は
薄
謝（
図
書
券
）

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

応
募
方
法

謝
礼

今年も下記の要領で（社）全腎協と
日本難病・疾病団体協議会（ＪＰＡ）の
国会請願署名・募金運動に取り組むこと
になりました。
国会請願署名運動は、会員ひとり一

人の意思を直接国会に訴えることができ
る私たちにとって最も重要な活動のひと
つです。昨年度集めていただいた署名は、
本年3月に全国で７3万７，２２９筆を第１８６回
通常国会に提出致し、衆・参両議院で採
択されました。
同時に行う日本難病疾病団体協議会

（ＪＰＡ）の「総合的難病対策の早期確
立を要望する」国会請願署名・募金運動
へのご協力も合わせてよろしくお願いい
たします。

ご協力のお願い
全腎協・第44次国会請願・署名運動
JPA（日本難病疾病団体協議会）国
会請願署名・募金運動

全腎協署名用紙

JPA署名用紙

○
今
年
の
夏
は
連
日
の
猛
暑
で
、
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
体
調
管

理
が
大
変
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
如

編
集
後
記
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１０
月
１９
日
（
日
）

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
交
流
会
（
江
戸

川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
和
室
）

１０
月
２６
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
０
３
回
理
事
会
（
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
「
赤
城
」
５
階
）

１１
月
２
日
（
日
）

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
対
策
部
会

（
全
腎
協
事
務
局
）

１１
月
８
日
（
土
）

難
病
慢
性
疾
患
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

１
４（
浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）

１１
月
８
～
９
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
相
談
員
研
修
会
（
東
京
）

１１
月
９
日
（
日
）

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会
議

１１
月
２２
～
２３
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
55
回
総
会
（
東
京
）

１１
月
２３
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
０
４
回
理
事
会
（
Ｃ
２
）

１２
月
７
日
（
日
）

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会
議

１２
月
６
～
７
（
土
・
日
）	

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
㏌
神
奈
川
（
横
浜

研
修
セ
ン
タ
ー
）

１２
月
２１
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
０
５
回
理
事
会
（
Ｃ
２
）

１２
月
２６
日
（
金
）

事
務
局
仕
事
納
め

平
成
２７
年
１
月
５
日
（
月
）

事
務
局
仕
事
始
め

１
月
１０
～
１１
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
１
２
回
理
事
会
（
東
京
）

１
月
２５
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
０
６
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

２
月
２２
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
０
７
回
理
事
会
（
Ｃ
２
）

３
月
７
～
８
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
１
３
回
理
事
会
（
東
京
）

３
月
１２
日
（
木
）

世
界
腎
臓
デ
ー

３
月
１５
日
（
日
）

第
26
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い

３
月
１９
日
（
木
）

全
腎
協
・
第
44
次
国
会
請
願
（
議
員
会

館　

場
所
未
定
）

３
月
２２
日
（
日
）

第
１
０
８
回
理
事
会
（
Ｃ
２
）

４
月
２６
日
（
日
）

第
１
０
９
回
理
事
会
（
未
定
）

５
月
１６
～
１７
（
土
・
日
）	

２
０
１
５
年
度
全
国
大
会
㏌
長
崎
（
仮

称
）

今
後
の
活
動
予
定

１９７２年（昭和４７年）１１月１９日、
東京都腎臓病協議会（現、特定非
営利活動法人東京腎臓病協議会）
を結成しました。結成から４１年を
経過し、透析医療も格段に進歩し、
４０年を迎えている透析患者さんも
いらっしゃいます。
その一方で社会保障制度、医

療費制度の削減が社会問題となっ
ており、莫大な費用を要する透析
医療も安心してはいられない状況
です。これからも医療機関、各企
業、患者団体と結束して活動する
ことが大変重要と考えます。
私どもの「命と暮らし」を守

る活動に賛同いただければ是非、
賛助会員として団体の活動を支え
ていただきたく心よりお願い致し
ます。

記
賛助会員会費：個人年額５、００

０円、団体年額　１口１０、０００円／１
口以上
※年１回名刺広告を機関誌「と

うじんきょう」に掲載させていた
だきます（但し、継続でも初年度１
回のみとさせていただきます）。

特定非営利活動法人
東京腎臓病協議会
賛助会員入会のお願い

何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
本
年
も
早

い
も
の
で
国
会
請
願
署
名
の
時
期
が
来

ま
し
た
。
順
次
１０
月
よ
り
署
名
用
紙
を

配
布
致
し
ま
す
の
で
ご
協
力
の
方
お
願

い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
色
々
な

催
し
を
開
催
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
参

加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
岸
里
）

○
私
が
編
集
長
に
な
っ
て
早
一
年
。
昔

取
っ
た
杵
柄
と
は
い
え
、
一
日
中
パ
ソ

コ
ン
に
向
か
っ
て
い
る
と
目
は
チ
カ
チ

カ
、腰
は
痛
い
し
、頭
は
回
ら
な
い
（
こ

れ
は
昔
か
ら
か
…
）
六
〇
半
ば
の
老
い

を
感
ず
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
趣
味
の

ス
ポ
ー
ツ
（
卓
球
や
ゴ
ル
フ
）
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
一
日
で
も
長
く
仕
事

に
関
わ
れ
た
ら
と
思
う
次
第
で
す
。
東

腎
協
で
は
ま
だ
ま
だ
若
手
？
で
す
。

�

（
板
橋
）

○
四
月
に
軽
部
さ
ん
が
急
逝
し
て
四
日

後
に
初
め
て
事
務
局
を
訪
れ
た
。
す
ぐ

さ
ま
故
人
の
椅
子
に
座
り
、
使
っ
て
い

た
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
電
卓
や
Ｐ
Ｃ
を
そ
の

ま
ま
お
借
り
し
て
作
業
を
始
め
、
は
や

半
年
が
過
ぎ
た
。

机
の
中
に
は
い
ま
だ
に
軽
部
さ
ん
の

メ
モ
や
仕
事
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
半
ば
に
し
て
」

の
フ
レ
ー
ズ
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を

云
う
の
だ
ろ
う
。�

（
白
）
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透
析
と
趣
味

絵
手
紙
と
出
逢
っ
て
十
余
年
、
透
析

も
ほ
ぼ
同
年
。
初
め
は
ど

ち
ら
も
よ
ち
よ
ち
歩
き
の

一
年
生
。
失
敗
も
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
透
析
で
は

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
日
野
↓
豊

田
↓
日
野
と
仕
事
の
時
間

の
関
係
で
移
転
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
先
生
初
め
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
に
親
切
に
し
て
い

た
だ
き
、
冗
談
も
飛
び
交
う

身
内
の
よ
う
な
関
係
で
、
と

て
も
楽
し
く
感
謝
で
す
。

導
入
の
頃
は
左
シ
ャ
ン
ト

で
し
た
の
で
、
机
の
上
で
絵

手
紙
を
描
い
て
い
る
と
、
婦

長
さ
ん
が
見
に
い
ら
し
て
、
貰
っ
て
頂

い
た
り
も
し
ま
し
た
。
私
が
「
ど
う
し

て
こ
ん
な
に
親
切
に
し
て
下
さ
る

の
？
」
と
伺
う
と
、「
だ

っ
て
気
分
よ
く
帰
っ
て
い

た
だ
き
た
い
か
ら
よ
」
と

お
っ
し
ゃ
ら
れ
、
ト
ッ
プ

の
方
の
考
え
方
が
皆
様
の

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
伝
わ
っ

て
い
る
の
だ
と
感
じ
入
り
ま

し
た
。

今
は
加
齢
と
と
も
に
合
併

症
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

自
己
管
理
よ
ろ
し
く
、
４２
年

頑
張
っ
た
方
を
お
手
本
に
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
長
ら
え

た
ら
と
反
省
し
き
り
の
毎
日

で
す
。

�

平
成
二
十
六
年
九
月
吉
日

要
が
あ
る
。
特
に
透
析
者
は
災
害
に
弱

い
。
被
災
後
数
日
間
は
透
析
な
し
で
も

す
む
自
己
管
理
や
通
院
ル
ー
ト
、
連
絡

網
の
確
保
な
ど
自
助
努
力
に
日
頃
か
ら

配
慮
し
た
い
。

「
そ
な
え
よ
常
に
」
は
少
年
時
代
経

験
し
た
ボ
ー
ス
カ
ウ
ト
か
ら
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
だ
が
今
あ
ら
た
め
て
思
い
お
こ
し

て
い
る
。

�

（
藤
田
）

木
曽
の
御
嶽
山
の
噴
火
と
犠
牲
者

の
多
さ
に
は
驚
愕
し
た
。
噴
石
や
火

山
ガ
ス
の
直
撃
か
ら
の
回
避
は
ほ
と

ん
ど
不
可
能
だ
っ
た
と
思
う
。
心
か

ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
は
入
山
時
の
登
録
義
務
化
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
携
行
や
行
政
へ
の
避
難
所

増
設
を
望
み
た
い
。

何
か
と
災
害
の
多
い
日
本
で
は
、

常
に
リ
ス
ク
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
必

事
務
局
雑
感

表
紙
の
こ
と
ば

鈴木 喜久代さん
（透析歴１１年・７３歳）

日野クリニック腎友会
「そなえよ常に」
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